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1 . はじめに

平成 1 7 年度から
､
三 重大学は労働安全衛生法

､

第 6 5 条に基づく作業環境測定を
､ 測定機関に依頼

した前年度 の 方法か ら
､
事業所が雇用する作業環境

測定士 が測定を行う､
自社測 定に 切り替えた

っ

三 重大学工学部技術部は技術業務として
､ 本学 の

安全対策室 の 依頼を受け
､
作業環境測 定(特定化学

物質および
, 有機溶剤) の デザイン

､
サ ン プリン グ

､ 測

定
､
および評価を行 っ た

｡

ここ で は ､ 技術部が行 っ た第1 回 目 の 測定となる平

成 1 7 年度前期 の 作業環境測定に つ い て ､ 作業場 の

特徴と､ 行 っ たサン プリン グ ･ 分析法を紹介する
｡

2 . 作業環境測定とは

作業環境測定は
､ 労働安全衛生法( 安衛法) 第 6 5

条に規定され て おり､ そ の 目的は ､ 職場環境 の 管理

を適切に行うため
､
作業環境中の 有害物質や有害 エ

ネル ギ ー 等 の 有害因子を測定し
､ 作業環境 の 実態を

把握するためで ある｡

3 . 作業環境測定の法律

作業環境測定に関わる法律 ､ 規則 等は多数制定

され て おり
､ 測定を行う場所 ､

対象物質 ､ 測定者 の 資

格､ 測定頻度 ､ 評価 の 方法 ､ 記録 の 保存年数などが

細かく定められ て い るo

測定に作業環境測定 士 の 資格が必要な作業場は

5 種類あるo ( 表1)
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4 . 三 重大学における作業環境AIJ定

作業環境測定は ､ 有害物質 の 分布状況 により
､ 測

貢範囲( 単位作業場) を決めて 行われるQ

大 学 の 場合
､
通 常 ､

研 究室 に お い て有害物 質 の

取り扱 い が行 われるため
､ 研究室 1 部屋 を 1 単位作

業場と定め
､ 測 定を行 っ た

o
三 重大 学における単位

作業場 の 特徴を述 べ るD

i . 単位作美場の分類およぴ､ その 敦

測定を行 っ た単位作業場の 数は ､ 特化物 4 4 箇所,

有機溶剤 7 7 箇所､
の べ 1 2 1 箇所で あ っ た

D

また ､ 特化物 の 単位作業場は ､ 作業場当たりほ ぼ

1 種類 の 測定対象物質で あるの に対し
､ 有機溶剤 の

場合 ､ 複数 の 有機溶剤を取り扱 っ て い る作業場も多

く､ 場所に よっ て は 9 種類 の 有機溶剤を扱 っ て いる作

業場も見られた
｡ ( 図 1)
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AtJ 定対象物貫の種類

三 重大字で 取り扱われ て い る作業環境測 定対象

物質を示す_, ( 表2)
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特定化学物質( 特化物) に 関して は
､
8 種類(金属

類2 種含む) ､ 有機溶剤に関して は実 に 2 O 種もの 測

定対象物質が扱われ て いる.っ

第 1 種作業環境測定士 の 測定資格区分で は
､ 第

:3 号( 特化物) ､ 第4 号(金属類) ､ 第 5 号( 有機溶剤)

の :i 種類 に 分類される｡

次 に
､
特化物

､ 有機溶剤それぞれ
､ 対象物質 の 種

類別 に
､ 取り扱 っ て い る単位作業場 の 数を図 2 に示

した
っ
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特化物 に関して は
､
アクリル アミドが圧倒的に多く

､

続 い て ベ ン ゼ ン
､

マ ン ガ ン が取り扱われ て い ることが

タ〉かるD

有機溶剤で は
､
メタノ

ー

ル
､
ア セトン

､
ク ロ ロ ホ ル ム

､

イソプ ロ ピ ル ア ル コ ー ル などが多く､ また
､ 逆に ､

エ チ

レ ン グリコ
ー

ル モ ノメチ ル エ
ー テ ル

､ 酢酸イソ ペ ン チ

ル
､ トル エ ン など､

1 箇所で しか用 い られ て い な い 有

機溶剤もあ っ た
｡

5 . サ ンプリングおよび分析方法

それぞ れ の #TJ 定対 象物 質に対し
､ そ の サ ン プ リン

グ方法
､
および分析方法が作業環境測 定基 準によ っ

て 定められ て い る.ユ そ の 方法は 1 種類とは限らず ､ 複

数 の 方法が規定され て い るも の もある
o
そ の ような場

合､ 測 定する作業環境 に適応し
､
か つ 測 定効率 の よ

い 分析方法を選択する必要がある.,

今回行 っ た作業環境測 定に つ い て サ ン プリン グ
､

及び分析 方法を示す
｡ (表3

､
4)

表3 特化物Q ) サンプリング . 分析方法
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表4 有tI 藩刑の サンプリン グ. 分析方法

対象物賢 サ ンプワン ダ瑳 分 析 方法

′､ FZ
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シ
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二 村ヒ炭素 検知 管H ;-

サ ン プリン グ法は
､
基本的には捕集後 の 処 理( 蘇

剤抽出など) が必要な い 直接靖集を選択した
,

分析法は
､
有機溶剤と ベ ン ゼ ン に関して は共存成

分を分離,
分析できるガ ス クロ マ トグラフ 法 を用 い た

,

また
､ 金 属( カドミウ ム

､
マ ン ガ ン) は原子吸光光度 分

析法､
シ ア ン 化カリウム は吸光光度分析法により分析

を行 っ た
｡

検知管の 利用は
､ 検知管による測 定が可能な測定

対象物質のうち ､ 取り扱 い 作業場が少なく､
か つ 妨害

物質も共存して い な い も の に 限り
､ 採用 した

｡
エ チ レ

ン オキ シド
､
フ ッ 化水素 ､

.

塩 素､
二 硫 化炭素 の 取り壊

い 作業場がそ の 条件に当て はまり
､
検知 管に よる測

定を行 っ た;

実際に行 っ た
､
それぞれ の サ ン プリン グ の 装置を

図3 に示す ｡

図3 a 直按捕集装置

図3 d 検知 管

6 . おわりに

最近
､
石綿被害に代表されるように

､ 作業環境と労

働者 の 健康被害に つ い て 問題とな っ て い るo
こ の 作

業環境測定が労働環境に対する教職員 の 意識向上

に つ ながり､ 大学 の 職場環境改善 ､ および維 持 に貢

献することと期待して いる
o
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